
一 般 財 団 法 人 土 木 研 究 セ ン タ ー と の

技術協力に関する協 定の締結について

岩手県土木技術振興協会では、技術力の向上を図り、市町村等への更なる支援に資することを目的とし

て、平成30年６月15日に一般財団法人土木研究センターと相互の技術協力に関する協定を締結しました。 

今後は、土木研究センターと連携して橋梁補修技術等の普及を図るとともに、橋梁点検・診断から補修設

計・積算まで一連の受託業務による支援の強化、県及び市町村からの技術相談体制の充実等に努めていくこ

ととしています。 

なお、締結式当日は、協定締結を記念し、土木研究センターの研究成果等に関する講演会を開催し、県内

20市町村から出席をいただき盛会のうちに終えることができました。 

１． 協定締結について                                                 

全国トップの技術力を有する「一般財団法人土木研究センター」と技術協力に関する協定を締結し、相互に密接

な協力・連携することにより、業務基盤の強化につなげるとともに、土木研究センターの研究開発などの成果を県内

に普及させ、土木に関する技術力の向上を図ることで岩手県の社会資本の充実に寄与することを目指しています。

なお、技術協力の実施項目としては、以下のとおりで、当面は橋梁の

長寿命化を推進するための橋梁補修技術の普及を中心に技術協力を

行っていくこととしています。

   （１）業務に関する相互支援及び共同実施

   （２）前号を実施するための技術情報の共有

   （３）その他、本協定の目的を達成するために必要な項目

(1) 協定締結式 

(2) 協定締結の目的 

(3) 期待される効果 

○ 全国トップの技術力と連携が図られることで、岩手県の土木技術力向上が期待され、当協会が実施している県

や市町村職員を対象とした研修事業において、橋梁補修技術などの最新の研究成果を習得できます。

○ 橋梁などの道路施設点検において、適正な診断を行うためにアドバイザーによる助言を得られることや、比較的

高度な橋梁補修等の設計検討において、土木研究センターの支援を受け、過剰な投資、設備とならないような

経済的な設計成果を得ることができます。

○ その他、軟弱地盤対策や補強土壁など高度な土木技術の分野についても技術的な助言を得ることができます。

２． 講演会の開催                                                    

  日 時： 平成 30年６月 15日（金） 午後 2時～４時 

  場 所： 岩手県土木技術振興協会 ３階研修室 

  参加者： 県内２０市町村職員、当協会職員 

  講 演： ① 道路土工構造物に関する話題 

② 鋼橋の長寿命化を支える技術に関する取り組みほか 

（講師：土木研究センター 常田理事長、丹野理事） 

講演会では、土木研究センターにおける最新の研究成果をご紹介いただいた

ほか、「どうしたら合理的なのか」、「タブーを無くす」といった研究姿勢について事

例を交えながらご紹介いただきました。 

   日 時： 平成 30 年６月 15日（金） 午後 1時 15 分 

   場 所： 岩手県土木技術振興協会 会議室 

   締結者： 一般財団法人土木研究センター 理事長 常田賢一 

         公益財団法人岩手県土木技術振興協会 理事長 及川 隆 

締結式は、当協会理事である八重樫県土整備部長、鈴木葛巻町長ほ

か、両協会の理事・幹部職員が出席の下、執り行われました。 




